
研磨儗

コンポジットレジン修復דの悵㖈涸なリスク
今日フロアブルコンポジットレジンは⥂ꤹ鏺洽での⚺崧となっている。䓼䏝、㻢繟性、罣⛉性に特徴を持つ圫々なフロアブルコンポ
ジットレジン製品が䋐㜥に㶷㖈し、鼅䫛肇も㢳い。しかしながら実ꥷの臨床においては、使いやすさやストレスの㼰なさの視点で
材料を鼅עことも大✲׌と、筆者は考えている。

シリンジװチップؠر؎ンがもたらすストレス低減
今㔐涪㡰されたフィルテックT M シュープリーム ウルトラ フロー コンポジットレジン プラス 、およびフィルテックT M フィル アンド 
コア フロー コンポジットレジン プラスでは、シリンジとチップのデؠインがⵗ新された。エルىظ؞クスを考慮し、➂꟦䊨㷕的に
使いやすいデؠインとなっている。特に新しいチップの内部は気泡が涪生しにくい圓鸡となっており、肉滙レكルでも気泡の㼰なさを
実䠬できる。⸇えてシリンジ、チップⰟに術者のストレスを軽減するための珏々の䊨㣗がなされている。

使いやすさというと、䬃⳿しやすさ、颭䕎しやすさ、研磨しやすさなוが䮙げられるが、ˑ⡭鎘な気を黎׻ない˒ことも大✲なポイントで
ある。例えばち⳿儗に鋅られる気泡は、悵㖈的なストレスの銲㔓の一つであろう。実ꥷ、鏺洽においてコンポジットレジン内に気泡を
鋅つけることは棆しくないが、臨床的なリスクがあるにも⤘׻ら׆、ˑ׉ういうものˑとしてとらえられる㜥合が㢳いように䙼う。しかし
ながら、気泡פの対処のためにチェアタイムがꞿくなることは、⸬桦的な鏺洽を꣖㹱する銲㔓でもある。
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フロアـルコンポジットレジンの
特徴を生かした直接修復
�荅䎮דのストレスを減らし、トラـルのリスクを㔐鼘するた׭の勞俱鼅䫛�
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⚺な特ꞿ

コンポジットレジン修復דの孡岘פの対Ⳣ

充填儗

䱱ꆙで惓す

�気泡あたり2�猱⟃上ロス

再ⴖ削、再接着乼作、
再充填、再研磨

�気泡あたり�分⟃上ロス

孡岘幉Ⰵが減㼰

䬃し⳿しװすさがぢ♳

刼־锃侭が㺁僒なチップ

♳ースト婍ꆀの鋔钠性ぢل
フィルテックTM シュープリーム ウルトラ フロー
コンポジットレジン プラス

フィルテックTM フィル アンド コア フロー
コンポジットレジン プラス



術前 スコッチボンド T M  ユ ニバーサル  アド
ヒーシブで接着処理を行う。

窩洞内部をフィルテックTM フィル アンド 
コア フロー コンポジットレジン プラス
で充填、築盛する。

フィルテックTM シュープリーム XTE コン
ポジットレジンで小窩裂溝を付与する。

術後の口腔内写真。エナメルクラック
やホワイトマージンは認められない。

術後のデンタルＸ線写真

う蝕検 知液を用いて、う蝕部分をしっ
かりと除去し、セレクティブエッチング
を行う。

フィルテックT M シュープリーム ウルトラ 
フロー コンポジットレジン プラスを
用いて 、隣 接 面コンタクト部分 、及び
最表層を再現する。

ピンセットの柄の部分を使い、フィル
テックTM シュープリーム ウルトラ フロー 
コンポジットレジン プラスのチップの
先端を折り曲げる。

接着処理後、遠心部にもチップ先端を
到達させ、充填を行う。

術後術前

３Ｍ、フィルテック、スコッチボンドは、３Ｍ社の商標です。
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・サッと流れてキレが良くピタッと留まるチキソトロピー性
・ナノフィラー採用による研磨性の良さ、高い審美性

・4mm一括充填が可能な大きな重合深度
・重合収縮応力の小ささがもたらすエナメルクラック、
  コントラクションギャップのリスク低減

販売名：フィルテック フィル アンド コア フロー コンポジットレジン　認証番号：229AKBZX00030000  ／  販売名：スコッチボンド ユニバーサル アドヒーシブ　認証番号：224AKBZX00054000
販売名：フィルテック シュープリーム ウルトラ フロー コンポジットレジン　認証番号：222AKBZX00110000  ／  販売名：フィルテック シュープリーム XTE コンポジットレジン　認証番号：221AKBZX00173000

フィルテックTM フィル アンド コア
フロー コンポジットレジン プラス

フィルテックTM シュープリーム ウルトラ
フロー コンポジットレジン プラス

コンポジットレジンの特徴を生かした直接修復

症例1. 大きな窩洞に対するコンポジットレジンの使い分け

ここで、新しい２製品ともに従来製品の優れた特徴を維持していることは特筆しておきたい。

例えば症例１のような大きな窩洞では抜髄も考えるところであるが、今日ではMIの観点からコンポジットレジン修復の範疇となる。
歯肉縁下から隣接面の立ち上げ、および最表層にはチキソトロピー性や研磨性を重視した材料を、また窩洞内の充填は重合収縮応力を
重視した材料を使い分けた。これにより最終的にエナメルクラック、ホワイトマージンもない術後が得られている。この術式を進めるに
あたり、気泡の懸念が軽減する価値は非常に高い。また、症例２のようなアクセスしにくい臼歯の遠心歯頸部に対して、新しいチップは
先端を曲げやすいため充填作業がしやすく、術者のストレス低減、チェアタイムの削減につながる。このように、コンポジットレジン
修復においては、製品の特徴、臨床での使いやすさを考慮して、確実な臨床を行っていくべきと考えている。本稿が、先生方の日々の
臨床の一助になれば幸いである。

症例2. 下顎第2大臼歯遠心歯頚部のカリエス




